
　郵政民営化問題に気を取られて
いるうちに、国会では改正介護保
険法が成立。シティ読者世代にと
っては「介護なんて先の話でピン
とこない」と思うかもしれない。
しかし、自分たちの老後はもちろ
ん、親の介護をどうするかという
のは、非常に深刻な問題だ。
　介護保険は、2000年に導入さ
れた日本で５番目の社会保険。高
齢化や核家族化が急ピッチで進む
中、従来は家族、とりわけ女性の
手で行われてきた介護を、社会
全体で担っていこうという理念で
作られた制度だ。発足当初から５
年後に見直すことが決められてい
て、今年がその改正の年に当たる。
　今回の主な改正点は、「予防重

視型システムへの転換」と「施設給
付の見直し」。前者は、比較的軽
い症状の人に対して介護サービス
の利用を制限し、代わりに筋力ト
レーニングをするなど、要介護状
態になるのを予防するサービスに
重点を移すこと。後者は、特別
養護老人ホームなどの介護施設に
入っている人に対して、居住費や
食費の負担を引き上げるというも
の。在宅で介護を受けている人に
比べて、施設を利用している人の
負担が軽いという不公平感や、年
金との重複給付を解消するのがネ
ライだ。いずれにしても、利用者
にとっては大幅な負担増になる。
　背景は、財政難。制度発足時に
約150万人だった利用者は、既に

倍増している。介護保険の総費用
も現在６兆円に達していて、何の
手も打たなければ、2050年には
22兆円を超えるという予測もあ
る。介護保険の財源は、40歳以上
の人が負担する保険料と税金で賄
われているが、このままでは破た
んしかねないという状況なのだ。
　そこで、保険料負担者を20歳
以上にするという案も取りざたさ
れている。今回の改革では見送ら
れたものの、社会保障制度全体の
見直しを目指す2006年度までに
結論を出すというから、若い世代
も目が離せない。
　健康で不安なく暮らすために
は、若いうちから体とフトコロを
鍛えておくことが必要なようだ。
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